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【はじめに】頻回の血小板輸血により HLA 抗体や HPA 抗体が産生
され血小板不応状態に陥ることがある．HLA 抗体が産生された血
小板不応患者には，濃厚血小板 HLA（以下 PC-HLA）が適応となる．
今回，患者の HLA 型と同型の適合献血者数が少なく，PC-HLA へ
の対応に苦慮した事例を報告する．
【症例・経過】患者は ATL の 60 歳女性で，2013 年 11 月の初回
検査にて HLA 抗体及び HPA-5b 抗体が陽性であった．HLA 型は







2014 年 1 月の抗体確認検査で許容抗原に対する抗体産生を確認し
たため，該当献血者を候補から除外した．2014 年 5 月までに九州
ブロック管外への採血を 2 回依頼したものの，クロスマッチの陽性
例はなく PC-HLA の供給を順調に実施できている．また CCI によ
る輸血効果は，概ね得られている．


















型 ( 以下、まれ血 ) のスクリーニング検査を実施している。検出さ
れたまれ血献血者へ通知、登録を行っているが、献血者の高齢化や
若年層の献血離れにより新規登録者の確保が難しい状況となってい
る。今回、平成 26 年 3 月 31 日現在における登録者の年齢分布等を
調べ、予想される登録者数の推移をもとに、今後のまれ血スクリー
ニング検査について検討したので報告する。
【対象と方法】平成 26 年 3 月 31 日現在のまれ血登録者数の状況、
平成 25 年度のスクリーニング検査 (1 群 Bombay、K0、Fy(a-b-)、p、
En(a-)、Lan-、Ge-、I-、2 群 Jr(a-)) の検出状況及び、九州管内のま
れ血供給数により、登録者の今後の変動について調査した。
【結果】平成 26 年 3 月 31 日現在、まれ血登録者数は 1,045 人 ( 内訳
1 群 126 人、2 群 919 人 ) で、年齢構成は 20 代が 52 人、30 代が 206 人、
40 代が 318 人、50 代が 286 人、60 代が 183 人であった。1 群で登
録者が多いまれ血項目は Lu(a-b-) が 30 人、Jk(a-b-) が 24 人、K0 が
16 人、2 群は Jr(a-) が 388 人、Fy(a-) が 245 人、Di(b-) が 191 人、s-
が 95 人であった。九州管内におけるまれ血供給数は、Jr(a-) が 126
単位、Fy(a-) が 130 単位、Di(b-) が 22 単位とすべて 2 群であった。
まれ血 2 群の 10 年後における登録者数は、Jr(a-) は現状維持、まれ
血スクリーニングを実施していない Fy(a-)、Di(b-)、s- は減少する
と予想された。




















MRSA の 12 年間の統計を行い、若干の知見を得たので報告する。
【対象】2001 年～ 2013 年の 13 年間における、すべての材料から分
離された S.aureus を対象とした。薬剤感受性については 2008 年～
2013 年の 6 年間について集計を行った。
【方法】WHO が提供している臨床微生物検査データ解析ソフトで
ある WHONET5.5 を用い集計を行った。%MRSA は年別、入院 /
外来別および診療科別に分離株数にて集計した。薬剤感受性は 1 患
者 1 分離株で初回分離株を用い、VCM、TEIC、LZD、ABK の 4
薬剤について集計した。
【結果】MRSA の分離株数は、入院患者では 2005 年より減少傾向
を認め、外来患者は 2007 年より増加傾向を認めた。%MRSA は入院・
外来ともに 2001 年をピークに減少傾向を認めた。薬剤感受性率は
4 薬剤ともに変動は認めなかった。



















【方法】調査期間は 2009 年から 2013 年とした。2 セット率は同日





なった場合を 1 症例とし、同一患者から同一菌種が 30 日以内に繰
り返し検出された場合には 2 回目以降はカウントせず、同一検体か
ら複数菌種が検出されている場合には独立した症例とした。
【結果】検査件数は 1938 セット（2009 年）から 3370 セット（2013 年）、
2 セット率は 13％から 56％、100 床当たりの採取セット数は 323
から 562、1000patient-day は 11.2 から 18.9 と増高傾向を示してい
る。陽性率は 11％、12％、10％、12％、17％と 2013 年に増加した。




向を示していた。しかし、CUMITECH には 1000patient-day 当り
103 ～ 188 の間を推奨している。また国内 6 施設（中央値 852.5 床
（470 ～ 1423 床））で検討した報告では 10.4 ～ 64.2 とあり、当院の
2 セット率が 56％であることから、今後、より一層 2 セット採取を
進める必要がある。また、検出菌種では CNS が最も多く検出され
ている事から、その臨床的な判断など検出状況を検討していきたい。
